
資料１－８

諮問の背景

平成１９年８月６日

総務省

○ICT産業は、我が国の経済成長の原動力であるとともに、高度で多様なサービスが国民生活を向上

○成長するグローバル市場において、我が国の競争力は必ずしも高くない状況

ICT国際競争力強化プログラム（平成19年5月22日）

背 景

政策資源の集中と選択、産学官の連携強化等により、ICT
産業の国際競争力強化を実現するために策定

・ICT国際競争力会議の設置

・ユビキタス特区の創設
・ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの

推進
・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの開発・整備 等

基本プログラム 個別プログラム

知的財産戦略本部「国際標準総合戦略」
（平成18年12月）

「第３期科学技術基本計画」
「分野別推進戦略」
（平成18年3月）

○我が国は、人口減少社会を迎え、これまでの経済成長モデルの限界に直面

○e-Japan計画等政府の取組や企業間競争により、我が国は世界で最も安価で速いブロードバンド環境が実現

・ICT人材育成プログラム

・ソフトパワー強化プログラム 等

・ICT研究開発強化プログラム
・ICT標準化強化プログラム
・ICT知的財産強化プログラム

○基礎的研究開発の戦略的推進
○「ICT国際標準化戦略マップ」の整備
○標準化団体の活動強化・相互連携等
○「ICT知的財産強化戦略」の策定

UNS戦略プログラム
（平成17年7月）

中長期に渡り国際競争力を強化する観点から、主に研究開発、標準化に関する具体的推進方策を検討
○研究開発課題と目標を明確化した研究開発ロードマップ

○標準化重点分野を明確化した標準化ロードマップ

○国際競争力強化のための研究開発・標準化推進方策

産学官連携による戦略的研究開発・標準化活動 政府の研究開発・標準化政策の指針

長期戦略指針「イノベーション25」
（平成19年6月）

我が国の国際競争力を強化するための研究開発及び標準化戦略
（情報通信審議会諮問）
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１７年度１６年度１５年度１４年度１３年度

●ＩＴ戦略本部

ｅ－ＪａｐａｎⅡｅ－Ｊａｐａｎ

u-Japan政策

ＩＴ新改革戦略

●総合科学技術会議

科学技術基本計画 （第３期）科学技術基本計画 （第２期）

●情報通信審議会

総合的な情報通信技術政策及び標準化の推進

●総務省●総務省
16年12月

発表

●イノベーション２５戦略会議

ＩＣＴ国際競争力懇談会

19年6月閣議決定 イノベーション２５

19年5月
発表

ICT国際競争力強化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

２２年度

（2010年）
２１年度２０年度１９年度１８年度

「ユニバーサル・コミュニケーション技術に関
する調査研究会」最終報告

「安心・安全な社会の実現に向けた情報通信技術
のあり方に関する調査研究会」最終報告書

「次世代放送技術に関する研究会」報告書

「ネットワークアーキテクチャに関する調査研究会」報告書

ＮＩＣＴ中期目標（第１期） ＮＩＣＴ中期目標 （第２期）ＣＲＬ

●ＮＩＣＴ

17年12月発表

19年8月発表

19年6月発表

19年3月発表

「ICT分野の研究開発人材育成に関する研究会」

報告書

19年6月発表

●懇談会・調査研究会

17年7月
答申

２

19年6月決定 知的財産推進計画２００７国際標準総合戦略 18年12月決定●知的財産戦略本部

＜国際競争力 強化年間＞

ユビキタスネット社会に向けた研究開発ビジョン
＜ＵＮＳ戦略プログラム＞
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目標１：ＩＣＴ国際競争力強化年間

今後２年間を「ＩＣＴ国際競争力強化年間」と位置づけ、２０１１年までに国際競争力強化を実現今後２年間を「ＩＣＴ国際競争力強化年間」と位置づけ、２０１１年までに国際競争力強化を実現

目標２：グローバルな視点で強い産業に

ＩＣＴ産業が、自動車産業等とも並ぶ基幹産業、グローバルな視点からも「強い」産業にＩＣＴ産業が、自動車産業等とも並ぶ基幹産業、グローバルな視点からも「強い」産業に

目標３：情報通信ＧＤＰ倍増計画

我が国の情報通信ＧＤＰを倍増（約６２兆円（２００４年度）→１２０兆円（２０１１年度目途））我が国の情報通信ＧＤＰを倍増（約６２兆円（２００４年度）→１２０兆円（２０１１年度目途））

【基本的考え方】

目
標

【具体的な戦略展開】

【国際競争力強化の基本サイクル】

① 国内における通信・放送分野の改革を通じて国際競争力

を強化する

② 可視化できる国際競争力強化の基本シナリオを官民で

共有する

③ 我が国に優位性のある分野への集中と選択により日本の

「強み」を最大限生かす

④ 国際的にWin-Winの関係を構築する

（国際連携と国際貢献）

○ 産学官連携の有機的・横断的な取組の強化

○ 「「ICTICT国際競争力強化プログラム」国際競争力強化プログラム」を、パッケージとして推進

○ 「国際共生力」向上のための戦略的な国際連携・協調、

国際貢献

基本サイクル
を動かす
基本的な
考え方

特に重視
すべき視点

○通信・放送分野の改革の推進

○国内志向の打破

○「ICT国際競争力強化指標(仮称)」による意識改革

○「ユビキタス特区」における「国際展開モデル」構築

○「ジャパン・イニシアティブ・プロジェクト」の推進

○研究開発・標準化・知的財産戦略の一体的取組

○高度ＩＣＴ人材の育成

○プラットフォームの開発・整備

○情報通信ソフトウェア開発力の強化

○相手国の発展段階に応じた２つのモデル

○ネットワーク、トータルシステム対応の強化

○「技術外交」政策の展開

○「ブランド構築」の推進

○相互に利益を得るWin-Win関係の構築

国
内
の
施
策
展
開

国
際
展
開

ソフトパワーの強化

ＩＣＴ国際競争力懇談会最終とりまとめ（平成ＩＣＴ国際競争力懇談会最終とりまとめ（平成1919年年44月）月）
（（ICTICT国際競争力強化の基本戦略）国際競争力強化の基本戦略）

○アジアを対象とする国際的なパイロットプロジェクトの推進
① 特定国を対象とする集中的・総合的なプロジェクトの推進
② 複数国を対象とする共同実験・相互接続性の検証

○次の世代を見据えた研究開発の推進
我が国主導でＩＰネットワークの次の世代の基本アーキテクチャ構築を目指した研究開発

○国際標準の実現に向けた戦略的な取組
個別戦略策定のための検討体制の強化

○ブロードバンド／ＩＰネットワーク構築に向けたマスタープランの策定 等

【次世代IPネットワーク】

【ワイヤレス】

【デジタル放送】

○国際競争力を有する端末プラットフォームの共通化
○次世代携帯電話の研究開発・標準化及び試験・実験のためのモバイルテストベッドの整備
○ブロードバンドワイヤレスアクセス、ＩＴＳ等の国際競争力の強化
○ワイヤレス分野の国際競争力強化のための産学官による推進体制の確立 等

○ブラジルでの着実な放送開始に向けたサポート（実放送開始の効果等を他国にアピール）
○ISDB-T方式をベースとした携帯移動端末向け放送のパイロットモデルの提示
○超高精細映像放送実現のための研究開発の実施
○海外普及のための一元的な窓口の整備
○放送コンテンツの国際競争力強化に向けた制作・流通環境の具体化

（成果と負担した責任に応じた対価を得られる環境の具体化） 等

ＩＣＴ国際競争力懇談会最終とりまとめ（平成ＩＣＴ国際競争力懇談会最終とりまとめ（平成1919年年44月）月）
（重点分野における基本戦略）（重点分野における基本戦略）
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ＩＣＴ国際競争力強化プログラム（平成ＩＣＴ国際競争力強化プログラム（平成1919年年55月月 総務省）総務省）

【基本プログラム】

○「ICT国際競争力会議」の設置

・産学官の連携強化を図り、ICT国際競争力強化戦略を推進する中核的組織

○「ユビキタス特区」の創設

・世界初のICTサービスが開発・利用できる環境を整備

○「ジャパン・イニシアティブ・プロジェクト」の推進

・我が国の強みをいかしたプロジェクト

(例)次世代IPネットワーク、次世代携帯電話、ユビキタス端末・プラットフォーム

○プラットフォームの開発・整備

・要素技術の強みをいかした「低廉でグローバル市場で受け入れられやすく使いやすい統合プラットフォーム」の構築

○重点分野における基本戦略の推進

・重点分野（次世代IPネットワーク、ワイヤレス、デジタル放送）の基本戦略を推進

○「技術外交」の戦略的展開

・国際的な研究開発連携、国際標準化、知財戦略、経済協力等を一貫性・一体性を持って総合的・組織的に展開

○通信・放送分野の改革の推進

・「通信・放送分野の改革に関する工程プログラム」の着実な実施

ＩＣＴ国際競争力強化プログラム（平成ＩＣＴ国際競争力強化プログラム（平成1919年年55月月 総務省）総務省）

【ICT知的財産強化プログラム】
○「ICT知的財産強化戦略」の策定

○「ICTパテントマップ」の整備

○民間相談窓口の活用促進

【ソフトパワー強化プログラム】
○映像国際放送の充実

○コンテンツ流通の促進

○海外へのコンテンツ流通ネットワーク開拓に向けた体制整備

○デジタルコンテンツの流通に関する新たなルールの形成等

○コンテンツの多メディア展開を促進するプラットフォームの形成
【ICT標準化強化プログラム】
○「ICT標準化・知財センター（仮称）」の設置

○「ICT国際標準化戦略マップ」の整備

○「ICT標準化エキスパート」の選定

○「ICT国際標準化推進ガイドライン」の策定

○標準化団体の活動強化・相互連携等

○企業の標準化活動への支援

○アジア・太平洋地域における連携強化

○高度ICT人材育成支援プラットフォームの開発

○高等教育機関等における国際交流・海外人材育成の支援

○初等中等教育における教育の情報化の推進

【ICT人材育成プログラム】
○ナショナルセンター的機能を有する高度ICT人材育成機関の在

り方などを含む抜本的な高度ICT人材育成策の検討

○カリキュラム・教材等によるICT教育の充実支援

○研究開発プロジェクトを通じたICT人材の育成

【ICTブランド向上プログラム】
○「ブランド構築」の推進

○「ICTジャパン・キャンペーン」の実施

○「ICTブランド発信モデル」の選定

【国際展開支援プログラム】
○「ICT国際展開対策本部」による支援

○「ICT国際競争力強化指標（仮称）」の策定

○国際機関の活動への貢献

○現地の産学官との交流強化等

○グローバル・ベンチャー企業創出の支援

○マスタープランの策定

○在外公館との連携強化

○アジア諸国を中心としたＥＰＡ等の推進

○アジア・ブロードバンド計画の推進等

【税制・財政金融等支援】

（１）ICT国際競争力支援制度 （２）政府調達 （３）公的ファイナンス （４）ODA などの支援措置を関係府省と検討

【ICT研究開発強化プログラム】
○ICT国際競争力強化施策への重点配分

○「ICT国際競争力強化重点技術戦略」の策定

○世界的研究開発拠点（集合知センター）の整備・充実

○研究開発・標準化活動・知的財産戦略の一体的強化

○基礎的研究開発の戦略的推進

○情報通信ソフトウェア開発力の強化

【個別プログラム】
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ICT国際競争力重点技術戦略（平成20年度施策関連）の策定・公表

ICT国際競争力強化プログラム（平成19年5月22日）

・ICT研究開発強化プログラム
・ICT標準化強化プログラム
・ICT知的財産強化プログラム 等

基本プログラム

個別プログラム ○「ICT国際競争力強化重点技術戦略」の策定

ICT国際競争力を強化する観点から、平成19年夏を目途に「ICT国際競争力強化重点技
術戦略」を策定し、重点テーマを設定して研究開発を実施する。

重要テーマ

推進方策

○国際展開を見据えた研究開発段階からの産学官連携

○国際連携・協調の強化

・産学官共同での戦略プログラムの策定と実施
・産学官連携による実証実験の推進
・研究開発拠点の整備・充実と人材育成

・研究開発段階からの国際連携の強化
・アジア諸国との連携強化
・海外研究者受け入れ環境の充実

総務省の平成20年度の研究開発施策に反映

◎デジタル放送分野
・超高精細映像技術・超高精細映像技術
・ＩＰ放送技術

◎その他の分野
・音声翻訳技術・音声翻訳技術
・超臨場感ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術・超臨場感ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術
・脳情報通信技術
・ネットワークロボット
・災害情報通信システム
・情報セキュリティ

◎ワイヤレス分野
・超高速無線アクセス技術

・コグニティブ無線技術・コグニティブ無線技術
・端末プラットフォーム・端末プラットフォーム
・ＩＴＳ(高度道路交通システム)技術
・電波資源開発技術

◎次世代ﾈｯﾄﾜｰｸ分野
・新世代ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬ技術・新世代ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬ技術
・ﾕﾋﾞｷﾀｽ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術・ﾕﾋﾞｷﾀｽ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術
・次世代ＩＰネットワーク技術
・ﾌｫﾄﾆｯｸﾈｯﾄﾜｰｸ技術
・新ICTﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ創出のための技術

主として「国際競争力懇談会最終とりまとめ」
の内容を基に、分野ごとに重要な研究開発テー
マを抽出

重要テーマ

•• 新世代ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬ技術新世代ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬ技術

•• ﾕﾋﾞｷﾀｽ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術ﾕﾋﾞｷﾀｽ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術
•• コグニティブ無線技術コグニティブ無線技術

•• 端末ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ端末ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

•• 超高精細映像技術超高精細映像技術

•• 音声翻訳技術音声翻訳技術

•• 超臨場感ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術超臨場感ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術

重点テーマ（平成20年度）

国の資金面の支援、早急かつ重点的
な取組が必要な研究開発テーマ

「セキュアジャパン
2007」

（平成19年6月）

長期戦略指針
「イノベーション25」

（平成19年6月）

○ ICT国際競争力強化施策への重点配分

・・・

IT戦略本部
「重点計画2007」
（平成19年７月）

• 競争力を有する技術

• 将来大きな市場が

見込める社会基盤的技術

• 研究資金・期間の面で

リスクが高い

• 産学官・異分野連携が

不可欠
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① 社会・国民への政策目標の明確化

６の大政策目標と１２の中政策目標を決定し、成果の実現と国民への説明責任を強化

② 主要８分野における選択と集中の徹底

・重点推進４分野 ：ライフサイエンス、情報通信、環境、ナノテク・材料

・推進４分野 ： エネルギー、ものづくり技術、社会基盤、フロンティア

● 科学技術の振興を総合的・計画的に推進するための５ヵ年計画

「第３期科学技術基本計画」について

● H１８～H２２年度の5ヵ年計画を策定 （３月２８日に閣議決定）

【第３期科学技術基本計画のポイント】

●重要な研究開発課題：今後５年間に政府が取り組むべき重要な課題を抽出

●戦略重点科学技術：特に今後５年間に集中投資すべき科学技術を選定（８分野で６２技術）

「分野別推進戦略」の策定

主要８分野ごとに、

第３期科学技術基本計画

●目標設定：研究開発目標・成果目標を明確化

分野別推進戦略

※）３月２２日の総合科学技術会議
本会議において決定

（８分野で
２７３課題）

情報通信分野における「重要な研究開発課題」

● 今後５年間に政府が取り組むべき「重要な研究開発課題」として４２課題を選定。（８分野で２７３課題）

● 「研究開発目標」と「成果目標」を設定(担当府省名を付記)。

領 域 重要な研究開発課題 成果目標

ネットワーク

ユビキタス
（電子タグ等）

セキュリティ
及び ソフトウェア

ヒューマン・インター
フェース及びコンテンツ

ロボット

デバイス・ディスプレイ等

研究開発基盤技術

○ 超高画質コンテンツ配信が柔軟にできる高速・大容量・低消
費電力ネットワーク

○ ワイヤレスネットワークによるユビキタスモビリティ
○ 利用者の要求に応じたデペンダブルなセキュアネットワーク

など ７課題

○ ユビキタス創造的生活支援基盤

○ 実世界状況認識技術 など ５課題

○ 通信・ネットワーク用デバイス
○ 低消費電力技術（デバイスからシステムまで）

○ 有機ディスプレイを含む次世代ネットワーク など １０課題

○ 情報セキュリティ技術の高度化
○ 高信頼・高安全・セキュアな組み込みソフトウェア設計開発

技術 など ４課題

○ 多国間スーパーコミュニケーションの実現

○ クリエイティブ人材の養成 など ５課題

○ 家庭や街で生活に役立つロボット
○ ロボット技術統合連携技術

○ 人間とロボットのインターラクション技術 など ８課題

○ 科学技術を牽引する世界最高水準のスーパーコンピュータの

開発 など ３課題

○ 2010年までに意識することなく、端末や各種機器がネット
ワークに接続し、あらゆる状況で必要なときに必要な情報が
入手可能な環境を実現する。【総務省】

○ 2015年までにオール光通信を可能とし、ますます増大する
通信トラフィックでも超低消費電力な安定したネットワーク
を実現する。【総務省】 など

○ 2008年までに電子タグとネットワークを関連づけ、通学路
における子供の安全確保や物流の効率化などの分野における
高度な利活用を可能とする。【総務省】 など

○ 2010年までに、45ナノmレベル以細の微細化を可能とする
半導体プロセス・材料技術を確立するとともに、その後の更
なる微細化技術の発展も見据えつつ、世界最先端の省エネル
ギーなＩＴ利活用社会の基盤となる高速度・低消費電力デバ
イスを実現する。【文部科学省・経済産業省】 など

○ 2008年度までに、重要インフラにおけるＩＴ障害の発生を
限りなくゼロにする。【総務省・経済産業省】

○ 2008年度までに、「ＩＴ利用に不安を感じる」とする個人
を限りなくゼロにする。【総務省・経済産業省】 など

○ 欧米及びアジア主要言語について、2010年までに日常会話
レベル、2015年までに一般会話レベルの多言語翻訳を実現
する。【総務省】 など

○ 2008年までに、ネットワークロボット（多数のロボット同
士がネットワークで相互に連携し、補完し合い、人間生活を
サポートするシステム）を実現する。【総務省】 など

○ 2012年度には画期的な次世代材料の設計や新薬の革新的な
設計などを可能とするシミュレーションを実現する。【文部
科学省】 など
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（１）社会・国民が直面する課題への迅速・的確な対応が必要なもの

（２）国際競争に勝ち抜く上で不可欠なもの

（３）国家基幹技術（国主導の長期戦略による大型プロジェクト）

情報通信分野における「戦略重点科学技術」

【情報通信分野の戦略重点科学技術】

特に今後５年間に集中投資すべき「戦略重点科学技術」
８分野全体で６２技術
情報通信分野で１０技術

④ 世界トップを走り続けるための

ディスプレイ・ストレージ・超高速デバイス
の中核技術

⑤ 世界に先駆けた、家庭や街で生活に役立つ

ロボット中核技術

③ 次世代半導体 の国際競争を勝ち抜く超微

細化・低消費電力化及び設計・製造技術

① 科学技術を牽引する世界最高水準の

次世代スーパーコンピュータ

⑨ 世界と感動を共有する

コンテンツ創造 及び 情報活用技術

⑦ 大容の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適

に利用できる 次世代ネットワーク技術

⑥ 世界標準を目指す
ソフトウェアの開発支援技術

⑩ 世界一安全・安心なＩＴ社会を実現する

セキュリティ技術

⑧ 人の能力を補い生活を支援する

ユビキタスネットワーク利用技術

② 次世代を担う 高度IT人材の育成
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長期戦略指針「イノベーション２５」の概要長期戦略指針「イノベーション２５」の概要

第４章 イノベーションで拓く２０２５年の日本の姿

（２）中長期的に取り組むべき課題

１）生涯健康な社会形成

①情報通信技術の進展に伴う社会制度の改正

②治療重点の医療から予防・健康増進を重視する保
健医療体系への転換 等

２）安全・安心な社会形成

①高度道路交通システム（ＩＴＳ）の導入・普及のための
利用環境整備

②高度みまもり技術導入のためのルール作り 等

３）多様な人生を送れる社会形成

①健康寿命の延伸に伴う制度の見直し

②テレワークの定着化（本格化）のための関連制度の
構築 等

４）世界的課題解決に貢献する社会形成

①実効ある温暖化対策の国際的取組の推進

②海外への我が国の情報発信体制の整備 等

５）世界に開かれた社会形成

①世界で通用する高度人材の受入れの更なる推進

②国際知的財産戦略・国際標準化活動の推進 等

６）共通的課題

①暗号技術、個人認証技術等の高度化に伴う関連制
度の構築

②新技術等の普及促進のための国民合意の形成 等

技術革新戦略ロードマップ

（１）社会還元を加速するプロ
ジェクトの推進

・災害情報通信システム

・高度道路交通システム

・在宅での医療・介護 等

（２）分野別の戦略的な研究開
発の推進

・「分野別推進戦略」（総合科
学技術会議２００６年３月）を
基本とし、研究開発を選択的
かつ集中的に実施

（３）イノベーションの種となる
多様な基礎研究の推進

・短期的な成果にとらわれる
ことなく、高い目標を掲げる
意欲的で挑戦的な研究を積
極的に推進・支援

（４）イノベーションを担う研究開
発体制の強化

①研究開発独立行政法人の
研究開発活動

②民間の研究開発活動

第５章 「イノベーション立国」に向けた政策ロードマップ

第２章 日本、世界のこれからの２０年

第３章 なぜ、今イノベーションか

（１）早急に取り組むべき課題

１）イノベーション創出・促進に向けた社会環境
整備

①ｻｰﾋﾞｽ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを促す規制の見直しを含
めた環境整備

②ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを誘発する新たな制度の構築

③新しい「働き方」、「暮らし方」の仕組みづ
くり 等

２）次世代投資の充実と強化

①若手研究者、意欲的・挑戦的研究への思い
切った投資等の研究資金改革

②世界の頭脳が集まる拠点づくり

③多様性を受け入れ、出る杭となる「人」づくり
等

３）大学改革

①大学の研究力・教育力の強化

②世界に開かれた大学づくり

③地域の大学等を活用した新たなチャレンジ
につながる生涯学習システムの構築

４）環境・エネルギー等日本の科学技術力による
成長と国際貢献

①科学技術外交の強化

②環境ビジネスを伸ばす方策の推進

５）国民の意識改革の促進

イノベーションで達成
される２０２５年の社会

○日本の人口減少・高齢化の急速な進展 ○地球の持続可能性を脅かす課題の増大

○知識社会・情報化社会及びグローバル化の爆発的進展

○グローバルな大競争時代の中で、持続的な経済成長には科学技術・サービスの新しい価値創造による生産性向上が不可欠

○課題（環境・省エネ・高齢化など）に果敢に挑戦することが、日本の豊かな生活・経済成長を支え、世界にも貢献

○ハンディの縮小により個人の能力を存分に発揮できる社会の創造が可能（例：病気、言語、情報などの壁を科学技術と新しい

サービスで打破）

２１世紀の世界のモデルとなる日本

○生涯健康な社会 ○世界的課題解決に貢献する社会

○安全・安心な社会 ○世界に開かれた社会

○多様な人生を送れる社会

科学者や国民の意見等を
参考としつつ、２０年後の
日本と世界を展望

第１章 基本的考え方

○未来に向けての高い目標設定と挑戦 ○多様性を備えた変化と可能性に富む社会への変革

○グローバル化と情報化の進展への的確な対応 ○「出る杭」を伸ばす等人材育成が最重要

○生活者の視点の重視

第６章 「イノベーション立国」に向けた推進体制

○長期戦略指針「イノベーション２５」に基づくイノベーション政策を推進するため、政府内にイノベーション推進本部を設置。

２０２５年までを視野に入れ、豊かで希望にあふれる日本の未来をどのように実現していくか、そのための研究開発の推進、社会制度の刷新などの短期、
中長期にわたって取り組むべき政策を提示。

・ 府省横断的な政策の推進 ・ 国際市場と国際貢献を意識した戦略

・ 多様な政策の選択肢提供の仕組み ・ 起業家の育成を推進する社会制度構築

・ 国内外の生活者の視点への立脚 ・ 公共利益を目指すＮＰＯ活動や社会起業家の育成と支援

・ 地域の自立と活力を活かす仕組み ・ モノから人への流れの確立

・ 官主導ではなく民の活力を最大限活かす仕組み ・ 国民の意識改革

社会システムの改革戦略

Ｈ１９．５．２５
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１．カプセル１錠で寝ながら健康診断

２．高齢者でも丈夫な身体、認知症も激減

３．がん・心筋梗塞・脳卒中を克服

４．走れば走るほど空気を綺麗にする自動車

５．日本が育てる世界の環境リーダー

骨・軟骨、皮膚、歯等の再生医療技術、自家組織の増殖
・移植技術が普及し、高齢者になっても５０歳と同様の
身体機能を保つことが可能になる。また、高度な介護ロ
ボット、認知症に対する特効薬などが開発され、家族や
介護者に大きな負担をかけずに、ほぼ健常者と変わらな
いような社会生活が可能となる。

個人の体質にあった副作用のない画期的治療薬が開発さ
れ、手術なしでがん治療が可能になるなど、がん・心筋
梗塞・脳卒中などの三大成人病に対する画期的医薬品・
医療技術が開発され、その成果が患者に迅速に届けられ
、病気に対する心配がなくなる。

人工光合成技術の利用等により、ＣＯ２をエネルギー源と
して走る車が実現する。

アジアをはじめ世界の若者が日本の大学等で環境教育を学
び、世界の環境ビジネスで活躍するようになり、帰国して
から母国の環境経済の実現に貢献する。

砂漠化が深刻な地域において人工的に雨を降らせ、沿岸
部にある場合は海水の淡水化技術を使い真水が確保され
る。さらに、遺伝子組み換えなどの最先端バイオ技術を
生かして劣悪な環境下でも育つ植物を導入しながら、脱
塩技術などで健全な土壌を回復し、不毛の地と化した砂
漠を緑地に復元する。また、日本国内においては、土壌
の有無、地形の差異等にかかわらず様々な形での都市緑
化が進み、‘緑との共生生活’を実感することができる。

マイクロカプセルを就寝前に飲むと、朝にはすべての健
康状態が判っているなど、常時健康診断が可能となる。
さらに、診断結果を病院に即時に送信でき、いつでもど
こでも診断、遠隔治療などが受けられる。

６．不毛の砂漠に緑のオアシス

イノベーションで拓く２０２５年の日本（例）

７．ヘッドホンひとつであらゆる国の人
とコミュニケーション

人工知能、音声認識技術の高度化等による高度自動翻訳
機能を備えたヘッドホンで、日本語と外国語との壁がな
くなり、あらゆる国の人とのコミュニケーションが大き
く広がる。

※下線はICT関連技術を示す。

※イノベーション２５中間取りまとめより

８．家に居ながらサイバーワールド上で日
本を体験、世界を体験

９．家事からの解放
－ 一家に１台家庭ロボット ―

１０．世界中どこでも財布を持たずに生活
ＯＫ－ キャッシュレス・ワールド ―

１１．折りたたみ式ディスプレイ

高度な人工知能を備え、家事に必要な動作が可能なロボ
ットが開発されている。また、ロボットのリース・サー
ビスなど新たなサービス・ビジネスが出現し、ロボット
が家庭に安全に導入され普及することにより、家事から
解放され、時間にゆとりができ、子育て・仕事・趣味が
同時に支障なく成り立つ。

国際標準化された電子マネーやＩＤ管理技術が実現・普
及し、財布を持たずとも安全性・利便性の高い多様なサ
ービスを世界中どこででも利用できる。

紙のように巻いたり丸めてポケットに入れられるようなデ
ィスプレイが開発され、これを丸めて持ち運ぶだけで常に
最新のニュースや映像が見られるほか、街角広告も様変わ
りするようになる。

食品に貼付された電子タグ等により、買い物の際に生産
からの流通履歴データを確認したり、レストランの注文
の際にアレルギー情報などを確認するなど、食物の安全
情報を即時に知ることができる。

立体映像、音、香り、触感までも再現できる技術がヘッ
ドギア等により実現し、現実世界とサイバーワールドが
非常に近くなる。これにより、例えば日本人が日本に居
ながらにしてウォールストリートの活気を実感できたり
、外国の人が自宅に居ながらにして日本の浅草・浅草寺
の門前の雰囲気を味わうことができる。

１２．食物の安全情報を一目でキャッチ

イノベーションで拓く２０２５年の日本（例）

１３．頼れる仲間、製造現場の頭脳ロ
ボット

自ら危険作業に対処できるなど人工知能（ＡＩ）を有す
るロボットの開発と安全基準・保安基準の整備等により、
多数の製造ラインにロボットが導入される。低賃金労働
を求めて海外に展開していた工場が国内に回帰するとと
もに、管理や物流面等での関連サービスの創出を含め、
雇用が拡大する。

※下線はICT関連技術を示す。
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１４．センサネットワークで守る子供の安全

１５．衝突できない車

１６．東京－成田１５分、東京－大阪５０分

１７．土砂・洪水災害を予測、被害を劇的に
減少

自動車側と道路側双方における高度情報化・ネットワーク化
の進展により、衝突の自動回避や自動運転が可能となり、交
通事故が激減する。

リニア新幹線技術により、東京から成田への移動が１５分、
東京から大阪への移動が５０分で可能になる。世界でもリニ
ア新幹線が採用され、世界の距離は更に短縮される。また、
同距離を移動するのに必要なエネルギーとＣＯ２排出量が激
減する。

高性能なセンサ技術があらゆる道路、建物、危険地域等に敷
設され、それらをつなぐネットワークが構築されることによ
り、大雨・洪水等が事前に察知され、土砂・洪水災害が激減
する。

地震の揺れをおおよそ１５秒前には察知することが可
能となり、地震計と各種インフラや家電製品等をネッ
トワーク化し、自動的に交通機関やガスの供給をス
トップしたり、電熱性の家電製品のスイッチが自動的
に切れるようになる。これにより、地震による二次被
害を最小限に抑えることが可能となり、犠牲者が激減
する。

ＧＰＳ技術、ロボット技術、ユビキタスセンサネットワーク
技術を活用した「高度みまもり技術」が開発・整備され、子
どもや高齢者の安全確保のために地域ぐるみの努力もなされ
ることにより、子供や高齢者が安心して生活できる環境が実
現する。

１８．地震発生後の１５秒緊急対応に
より犠牲者が激減

イノベーションで拓く２０２５年の日本（例）

地域全体としての省エネルギー・緑化等の計画的推進、
子育てや介護の地域ぐるみでの支援、緊急医療システ
ムや防犯システムの整備などを一体的に進めることが
可能な都市機能を集中させた街が日本各地に生まれる。
それとともに、テレワーク等のさまざまな働き方が普
及し、大都市一極集中が緩和される。加えて、資産評
価の見直しや長期耐用可能な設計技術が普及し、２０
０平米住宅に安く住める。

１９．２００平米２００年住宅

ロボットを月面に送り、観測作業を行わせ、無事地球
に帰還させる。

２０．ロボットが月旅行

※下線はICT関連技術を示す。
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多言語音声翻訳や身振り・仕草を
含めて人の意図を正確に伝える

立体映像システムや五感に訴える
超臨場感コミュニケーションを実現

映像・楽曲・辞書等のコンテンツを誰も
が思うままに知的検索・編集・流通など
利活用可能に

高齢化社会の到来を見据えた誰にで
も優しい知的居住・生活環境を実現

スーパー・コミュニケーション技術スーパー・コミュニケーション技術高度コンテンツ創造流通技術高度コンテンツ創造流通技術 超臨場感コミュニケーション技術超臨場感コミュニケーション技術

皮膚感覚

風

音や触感等を用
いて、関連情報を
提供

手で触ると形や
質感が伝わる

（主な内容）
① ナチュラル言語コミュニケーション技術
② 多様性コミュニケーション技術
③ バリアフリーに資するマインド指向コミュニケー

ション技術

（主な内容）
① 超高精細撮像・表示技術
② 圧縮・伝送・視点生成技術
③ 高臨場感音響技術 他

（主な内容）
① 専門家知識利活用技術
② ニーズ適応コンテンツ創造技術
③ コンテンツ流通・提示技術
④ 五感コンテンツ技術

（主な内容）
① 電子タグ技術
② センサーネットワーク技術
③ ネットワークロボット技術
④ ホームネットワーク技術

■■ ユニバーサル・コミュニケーションを実現する４つの分野技術ユニバーサル・コミュニケーションを実現する４つの分野技術

■ 社会環境変化に基づく社会的な要請

① 生活者の価値観の変化 （物の豊かさから心の豊かさへ、安心・安全に対するニーズ）

② 少子高齢化の進展、労働力人口の低下

③ 情報化進展の影 （人間の処理能力を超えた情報流通） など

■ コミュニケーションの発展方向

距離や時間の壁を超えた「テレ・コミュニケーション」から、異なる言語、文化、価値観、知識、経験、

身体能力がもたらすコミュニケーション上の壁を超越する「ユニバーサル・コミュニケーション」へ。

■■ 社会環境変化社会環境変化に基づく社会的な要請に基づく社会的な要請

① 生活者の価値観の変化 （物の豊かさから心の豊かさへ、安心・安全に対するニーズ）

② 少子高齢化の進展、労働力人口の低下

③ 情報化進展の影 （人間の処理能力を超えた情報流通） など

■■ コミュニケーションの発展方向コミュニケーションの発展方向

距離や時間の壁を超えた「テレ・コミュニケーションテレ・コミュニケーション」から、異なる言語、文化、価値観、知識、経験、

身体能力がもたらすコミュニケーション上の壁を超越する「ユニバーサル・コミュニケーションユニバーサル・コミュニケーション」へ。

ユニバーサル・コミュニケーションの実現に向けて
～人に優しく、新しい知を生み出すコミュニケーション～

■ ユビキタスネットワーク環境において、誰でもストレスなく簡単に使える優しいコミュニケーション技術の確立

○ 新たなコンテンツの創造・流通や安心に人を見守る環境を実現し、「少子高齢化等の社会問題解決」や「新たな知の創発」の実現を目指す。

○ 本研究開発により世界に先行することで、標準化等の主導権を確保するなど、我が国の「国際競争力の強化」を目指す。

■■ ユビキタスネットワーク環境において、ユビキタスネットワーク環境において、誰でもストレスなく簡単に使える誰でもストレスなく簡単に使える優しい優しいコミュニケーション技術の確立コミュニケーション技術の確立

○ 新たなコンテンツの創造・流通や安心に人を見守る環境を実現し、「少子高齢化等の社会問題解決少子高齢化等の社会問題解決」や「新たな知の創発新たな知の創発」の実現を目指す。

○ 本研究開発により世界に先行することで、標準化等の主導権を確保するなど、我が国の「国際競争力国際競争力の強化の強化」を目指す。

■ ユニバーサル・コミュニケーションを実現に向けた推進方策
① 産学官の叡智を結集し、実現に向けた基盤研究開発の強力な推進

② 人間の感覚・知覚メカニズムの解明をはじめとした基礎的研究開発の強化

③ 基礎研究から応用研究・実証実験までを切れ目なく推進

④ 優れた研究者のグローバルな結集と次代を担う研究者の育成

⑤ 総合的な推進体制の確立と社会的コンセンサスの醸成

■■ ユニバーサル・コミュニケーションを実現に向けた推進方策ユニバーサル・コミュニケーションを実現に向けた推進方策

① 産学官の叡智を結集し、実現に向けた基盤研究開発の強力な推進

② 人間の感覚・知覚メカニズムの解明をはじめとした基礎的研究開発の強化

③ 基礎研究から応用研究・実証実験までを切れ目なく推進

④ 優れた研究者のグローバルな結集と次代を担う研究者の育成

⑤ 総合的な推進体制の確立と社会的コンセンサスの醸成

■ 研究開発の積極的な推進

→ 産学官が連携して研究開発を推進。（平成１８年度要求額約６０億円）
→ 基礎研究、若手研究者の育成、国際標準化を総合的に推進。

■ 「ユニバーサル・コミュニケーション産学官フォーラム（仮称）」の設立

→ 推進体制の強化のため、平成１８年度早期に立ち上げを目指す。

■■ 研究開発の積極的な推進研究開発の積極的な推進

→ 産学官が連携して研究開発を推進。（平成１８年度要求額約６０億円）
→ 基礎研究、若手研究者の育成、国際標準化を総合的に推進。

■■ 「ユニバーサル・コミュニケーション産学官フォーラム（仮称）」の設立「ユニバーサル・コミュニケーション産学官フォーラム（仮称）」の設立

→ 推進体制の強化のため、平成１８年度早期に立ち上げを目指す。

（今後の取り組み方針）

京都大学大学院 情報学研究科 教授松山 隆司

国立情報学研究所 副所長・教授東倉 洋一

日本電気㈱ 中央研究所メディア情報研究所 所長山田 敬嗣
ソニー㈱ 特別理事所 眞理雄

㈱日立製作所 中央研究所 所長福永 泰
㈱富士通研究所 フェロー淺川 和雄

㈱東芝 研究開発センター
ヒューマンセントリックラボラトリー 技監

土井 美和子

松下電器産業㈱ ネットワーク 開発センター 技術総括青井 孝敏

大阪大学大学院 教授石黒 浩
東京工業大学 教授羽鳥 好律

東京大学先端科学技術研究センター 教授廣瀬 通孝

東京大学大学院情報学環 教授原島 博

㈱国際電気通信基礎技術研究所 代表取締役社長畚野 信義
独立行政法人情報通信研究機構 理事大森 慎吾

㈱電通総研 常務取締役
㈱野村総合研究所 理事長

後藤 幹雄
村上 輝康

㈱インフォシティ 代表取締役岩浪 剛太
㈱東京放送 技師長春日井眞一郎

日本放送協会 放送技術研究所 所長榎並 和雅

㈱KDDI研究所 代表取締役会長平田 康夫

㈱ＮＴＴドコモワイヤレス研究所 所長三木 俊雄

■ ユニバーサル・コミュニケーション技術に関する調査研究会 構成員 名簿

座長◎

座長代理○

■ 会合開催日程
第１回：４月２７日、第２回：５月１１日、第３回：５月３０日、第４回：６月２２日

第５回：１０月６日、第６回：１１月２日、第７回：１２月８日

Universal（ユニバーサル）
人に優しい心と心の触れ合い

User-oriented（ユーザ）
利用者の視点が融けこむ

ユビキタスネットワーク技術

ユニバーサル・
コミュニケーション技術

Unique（ユニーク）
個性ある活力が湧き上がる

<社会的効用>

○ 映像により、モノづくりのスキルやノウハウを継承

○ 誰にでも快適で優しい、知的居住環境の実現

○ グローバルな文化交流や相互理解を促進

Ubiquitous（ユビキタス）
あらゆる人や物が結びつく

2015 2020

楽観ケース 25.0 50.2

中庸ケース 18.1 41.5

悲観ケース 10.6 25.0

101.0 137.5
(単位：兆円)

（参考）ユビキタスネット市場の市場規模

経済波及効果

ユニバーサル・コミュニ
ケーションによる経済波
及効果

■■ ユニバーサル・コミュニケーションの経済波及効果（試算）ユニバーサル・コミュニケーションの経済波及効果（試算）

(メーカー)

(学識経験者)

(事業者)

(放送事業者)

(その他)

ユビキタス＆ユニバーサルタウン技術ユビキタス＆ユニバーサルタウン技術

楽観

中庸

悲観

ユニバーサル
コミュニケーション
関連市場

87.6
101.0

137.5

0

50

100

150

2010年 2015年 2020年

（単位：兆円）

30.2%

楽観

中庸

悲観20.4%

87.6

0

50

100

150

（単位：兆円）

11.4%
17.9%
24.7%

36.5%

ユビキタスネットワーク関連市場

情報通信産業市場規模

（注１） 2010年のユビキタスネットワーク関連市場については、
平成16年版情報通信白書における予測値を引用した。

（注２） ユビキタスネットワーク関連市場には、ネットワークインフ
ラの設備投資額、およびネットワーク利用料が含まれる
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分
野

相
次

ぐ
地

震
、

台
風

、
津

波
な

ど
に

対
す

る
防

災
対

策
の

み
な

ら
ず

、
食

の
安

全
、

児
童

の
安

全
確

保
な

ど
、

「
社

会
の

安
心

・
安

全
」

に
関

す
る

社
会

的
要

請
が

高
ま

っ
て

い
る

。
総

務
省

で
は

、
平

成
１

８
年

２
月

よ
り

調
査

研
究

会
を

開
催

し
、

安
心

・
安

全
な

社
会

の
実

現
に

必
要

な
情

報
通

信
技

術
に

求
め

ら
れ

る
要

件
、

研
究

開
発

課
題

、
実

現
方

策
等

に
つ

い
て

検
討

を
実

施
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

募
集

を
経

て
、

平
成

１
９

年
３

月
１

９
日

(月
)
に

最
終

報
告

書
を

と
り

ま
と

め
た

。
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○
情

報
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
高

度
化

（
放

送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
網
の
拡

充
，
受

信
性
能

の
向
上

，

衛
星
放
送
の
高
度
化
，
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
情
報
再
多
重
，
放
送
の
安
定
性
確
保
）

○
防
災

（
緊

急
警

報
放

送
受

信
の
拡

充
，
緊
急
地

震
速

報
に
よ
る
受

信
機

自
動
起

動
）

○
制
作

環
境
の
充
実

（
高
性
能
撮
影
機
材
の
開
発
（
超
高
感
度
カ
メ
ラ
・
電
波
カ
メ
ラ
）
，

高
機

能
中
継

装
置

の
開
発

（
ミ
リ
波

ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
，
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
活

用
）

○
情
報
信
頼
性
の
確
保

（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
充
実
，
コ
ン
テ
ン
ツ
信
頼
性
確
保
等
）

○
情

報
漏

え
い
へ

の
対

策
（
受
信
端
末
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
脆
弱
性
対
応
，
個
人
認
証
技
術
）

○
著
作
権
保
護

（
知
的
財
産
保
護
技
術
，
コ
ン
テ
ン
ツ
権
利
処
理
，
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
レ
ベ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）

○
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
放
送
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築

（
医

療
情

報
提

供
，
防
犯

，

電
子
政
府
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
，
生
活
の
安
全
・
安
心
，
教
育
，
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

■
安
全
・
安
心
の
確
保

・
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
確

実
な
情
報
を

・ゆ
っ
た
り
と
安

心
し
て
楽

し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

た
め
に

～
放
送
は
い
つ
も
R
&
R
（R

el
ia
bl
e
＆

R
el
ax
）～

・
バ
ー
チ
ャ
ル
（
情
報
）
か
ら
リ
ア
ル
（
利
用
）
へ
～
知
る
か
ら
使
う
へ
～

・
超

高
精

細
映

像
放

送
技

術
の

進
展

、
モ
バ

イ
ル

放
送

の
実

用
化

の
進

展

・
高

品
質

映
像

伝
送

の
鍵

を
握

る
画

像
符

号
化

技
術

の
開

発
・
普

及
が

進
展

・
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
国

民
生

活
へ
の
浸

透
、
更
な
る
広
帯
域
化
へ
の

技
術
開
発
が

進
展

・
安

全
・
安

心
な
放

送
及

び
通

信
イ
ン
フ
ラ
実

現
に
向

け
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技

術
の

実
用

化
が

進
展

・
C
P
U
処

理
能

力
は

3
年

で
4
倍

の
性

能
向

上
を
継

続

・
デ
ジ
タ
ル

化
を
背

景
と
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
規

模
拡

大
へ

の
対

応
が

課
題

に

・
Ｈ
Ｄ
Ｄ
面

記
録

密
度

は
年

率
4
0
%
以

上
で
増

加
、
タ
イ
ム
シ
フ
ト
視

聴
の

加
速

要
因

に

・
光

デ
ィ
ス
ク
、
固

体
メ
モ
リ
の

大
容

量
化

も
継

続
的

に
進

展

・
撮

像
素

子
は

多
画

素
化

と
共

に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化

が
進

展

・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

薄
型

大
画

面
化

、
高

精
細

化
、
高

臨
場

感
化

が
進

展

・
二

次
電

池
で
は

材
料

開
発

に
よ
る
体

積
エ
ネ
ル

ギ
ー
密

度
の

向
上

が
着

実
に
進

展

・
マ
イ
ク
ロ
燃

料
電

池
の

実
用

化
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
密

度
の

飛
躍

的
な
向

上
が

期
待

さ
れ

る

放
送

の
基

本
的

な
特

質
に
基

づ
く
留

意
点

○
国

民
生

活
に
広

く
浸

透

・
簡

単
な
操

作
で
視

聴
可

能
・
災
害

時
等

の
安

全
・
安

心
情

報
の

基
幹

的
入

手
手

段

・
前
世
代
の
放
送

シ
ス
テ
ム
と
の
両

立
性

に
配
慮

・
環
境
へ
の
配
慮

も
必

要

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

と
異

な
り
基

本
的
に
視

聴
者

は
受

け
身

（
人

に
や

さ
し
く
、
や

す
ら
ぎ
を
提

供
す
る
メ
デ
ィ
ア
）

○
利

便
性

を
ユ
ー
ザ

ー
側

で
選

択
で
き
る
こ
と
が

必
要

○
高

臨
場

感
に
対

す
る
要
求

○
放

送
事

業
と
し
て
の

実
施

可
能

性
（
放

送
番

組
制

作
側

の
利

便
性

向
上

や
各

種
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

標
準

化
等

に
配

意
）

放
送

の
基

本
的

な
特

質
に
基

づ
く
留

意
点

○
国

民
生

活
に
広

く
浸

透

・
簡

単
な
操

作
で
視

聴
可

能
・
災
害

時
等

の
安

全
・
安

心
情

報
の

基
幹

的
入

手
手

段

・
前
世
代
の
放
送

シ
ス
テ
ム
と
の
両

立
性

に
配
慮

・
環
境
へ
の
配
慮

も
必

要

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

と
異

な
り
基

本
的
に
視

聴
者

は
受

け
身

（
人

に
や

さ
し
く
、
や

す
ら
ぎ
を
提

供
す
る
メ
デ
ィ
ア
）

○
利

便
性

を
ユ
ー
ザ

ー
側

で
選

択
で
き
る
こ
と
が

必
要

○
高

臨
場

感
に
対

す
る
要
求

○
放

送
事

業
と
し
て
の

実
施

可
能

性
（
放

送
番

組
制

作
側

の
利

便
性

向
上

や
各

種
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

標
準

化
等

に
配

意
）

次
世

代
放

送
技

術
に
関

す
る
研

究
会

報
告

書
概

要
～

“
安
心
”
と

“
う
る
お
い
”
を
全
て
の
人
に

～

■
放

送
を
と
り
ま
く
技

術
動

向

○
蓄
積

機
能
の
発
達

（
高

臨
場

感
サ
ー

ビ
ス
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
ト
レ
ー
ジ
，
個
人
向
け

サ
ー

ビ
ス
，
高
機

能
な
蓄

積
再
生

）

○
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
高
度

化
（
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー

ス
，
嗜

好
に
合
わ
せ

た
番

組
の
選
択

・
蓄
積

，
高
齢

者
・障

害
者
・
外

国
人

等

向
け
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
，
視
聴
環
境
適
応
型
端
末
）

○
受
信
機
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
受
信
機
機
能
の
更
改
，
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
機
能
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
）

○
メ
タ
デ
ー
タ
の
高
度
化

（
コ
ン
テ
ン
ツ
の
自
由
な
検
索
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
，
サ
イ
ト
横

断
映

像
検
索

）

○
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
接
続

（
遠
隔
医
療
，
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
環
境
創

造
，
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
家
電
に
よ
る
分
散
協
調
）

○
蓄
積
機
能
の
発
達

（
高

臨
場

感
サ
ー

ビ
ス
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
ト
レ
ー
ジ
，
個
人
向
け

サ
ー

ビ
ス
，
高
機

能
な
蓄

積
再
生

）

○
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
高
度

化
（
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー

ス
，
嗜

好
に
合
わ
せ

た
番

組
の
選
択

・
蓄
積

，
高
齢

者
・障

害
者
・
外

国
人

等

向
け
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
，
視
聴
環
境
適
応
型
端
末
）

○
受
信
機
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
受
信
機
機
能
の
更
改
，
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
機
能
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
）

○
メ
タ
デ
ー
タ
の
高
度
化

（
コ
ン
テ
ン
ツ
の
自
由
な
検
索
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
，
サ
イ
ト
横

断
映

像
検
索

）

○
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
接
続

（
遠
隔
医
療
，
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
環
境
創

造
，
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
家
電
に
よ
る
分
散
協
調
）

○
リ
ク
エ
ス
ト
放
送

（
フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
・
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
，
マ
ル
チ
シ
ナ
リ
オ
コ
ン

テ
ン
ツ
，
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
放
送
，
任
意
視
点
映
像
サ
ー
ビ
ス
，
高
臨
場

感
サ
ー
ビ
ス
，
番
組
リ
ク
エ
ス
ト
・
検
索
ポ
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
，
エ
リ
ア
・
個
人
特
化

放
送
サ
ー
ビ
ス
）

○
放
送
・
通
信
連
携
に
よ
る
双
方
向
型
サ
ー
ビ
ス

（
遠

隔
講

演
・
教

育

サ
ー
ビ
ス
，
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
，
遠

隔
視
聴

者
参

画
型

サ
ー

ビ
ス
，
選

択
受

信
型
放
送
（
マ
ル
チ
シ
ナ
リ
オ
サ
ー
ビ
ス
）
，
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
放
送
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

・
視

聴
者

発
信

型
サ

ー
ビ
ス

（
個
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

放
送

，
視

聴
者
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信

）

○
リ
ク
エ
ス
ト
放
送

（
フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
・
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
，
マ
ル
チ
シ
ナ
リ
オ
コ
ン

テ
ン
ツ
，
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
放
送
，
任
意
視
点
映
像
サ
ー
ビ
ス
，
高
臨
場

感
サ
ー
ビ
ス
，
番
組
リ
ク
エ
ス
ト
・
検
索
ポ
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
，
エ
リ
ア
・
個
人
特
化

放
送
サ
ー
ビ
ス
）

○
放
送
・
通
信
連
携
に
よ
る
双
方
向
型
サ
ー
ビ
ス

（
遠

隔
講

演
・
教

育

サ
ー
ビ
ス
，
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
，
遠

隔
視
聴

者
参

画
型

サ
ー

ビ
ス
，
選

択
受

信
型
放
送
（
マ
ル
チ
シ
ナ
リ
オ
サ
ー
ビ
ス
）
，
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
放
送
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

・
視

聴
者

発
信

型
サ

ー
ビ
ス

（
個
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

放
送

，
視

聴
者
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信

）

○
携

帯
受

信
機

と
据

置
型

受
信

機
（
サ

ー
バ

ー
）
と
の

連
携

（
モ
バ
イ
ル
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
放
送
（
モ
バ
イ
ル
サ
ー

バ
ー
型
放
送
）
，
ホ
ー
ム
サ
ー
バ
ー
、
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
連
携
，
受
信
位
置
に
応
じ
た
ロ
ー
カ
ル
情
報
の
デ
マ
ン
ド
配
信
）

○
携

帯
端

末
向

け
放

送
の

ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
化

・
高

品
質

化
・
高

機
能

化

○
ワ
ン
セ
グ
サ

ー
ビ
ス
の

高
度

化
○

モ
バ

イ
ル

双
方

向
型

サ
ー
ビ
ス

○
他

メ
デ
ィ
ア
連

携
型

コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
○
携

帯
端

末
の

高
度

化

○
携

帯
受

信
機

と
据

置
型

受
信

機
（
サ

ー
バ

ー
）
と
の

連
携

（
モ
バ
イ
ル
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
放
送
（
モ
バ
イ
ル
サ
ー

バ
ー
型
放
送
）
，
ホ
ー
ム
サ
ー
バ
ー
、
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
連
携
，
受
信
位
置
に
応
じ
た
ロ
ー
カ
ル
情
報
の
デ
マ
ン
ド
配
信
）

○
携

帯
端

末
向

け
放

送
の

ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
化

・
高

品
質

化
・
高

機
能

化

○
ワ
ン
セ
グ
サ

ー
ビ
ス
の

高
度

化
○

モ
バ

イ
ル

双
方

向
型

サ
ー
ビ
ス

○
他

メ
デ
ィ
ア
連

携
型

コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
○
携

帯
端

末
の

高
度

化

○
ワ
イ
ヤ
レ
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

○
メ
タ
デ
ー
タ
制

作
・
活

用
シ
ス
テ
ム
の

標
準

化

○
有

線
・
無

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
番

組
制

作

シ
ス
テ
ム

○
ワ
イ
ヤ
レ
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

○
メ
タ
デ
ー
タ
制

作
・
活

用
シ
ス
テ
ム
の

標
準

化

○
有

線
・
無

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
番

組
制

作

シ
ス
テ
ム

伝
送
関
連

技
術

情
報
処
理
技
術

バ
ッ
テ
リ
ー
技

術

情
報
入
出
力
技
術

情
報
蓄
積
技
術

■
ユ
ビ
キ
タ
ス
受

信
シ
ス
テ
ム
の

発
展

・
見

た
い
時

に
見

た
い
番

組
を
、
見

た
い
だ
け
見
た
い
よ
う
に
視
聴
可
能

・
受
信
機
が
個
人
に
合
わ
せ
た
番
組
を
提
供
～
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
～

■
放
送
・
通
信
連
携
の
展
開

・
伝

送
路

の
違
い
を
視
聴

者
が
意

識
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

・
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
型
サ
ー
ビ
ス
構
造
へ

・
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
」
の

放
送
に
、
通

信
と
連
携
し
た
「
今

だ

け
、
こ
こ
だ
け
、
私
た
ち
だ
け
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
る

■
モ
バ
イ
ル
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
視
聴
の
進
化

・
携

帯
端

末
向
け
放

送
の

高
品
質

化
、
高

機
能
化

～
ラ
ジ
オ
の

高
度

化
、
ワ
ン
セ
グ
の

発
展
、
モ
バ
イ
ル
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
視
聴
へ
～

・
持

ち
運

び
容

易
か

つ
使

い
易
い
高

機
能

モ
バ
イ
ル

端
末
の

進
展

放
送

を
と
り
ま
く
環

境
の

変
化

○
近
年
の

革
新
的
な
情
報

通
信
技
術

の
進
展

に
伴
う

・
受

信
シ
ス
テ
ム
の

ユ
ビ
キ
タ
ス
化

・
放

送
の

デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
加

速
化

さ
れ

つ
つ
あ
る
放

送
・
通

信
の

連
携

・
携

帯
電

話
の

急
速

な
普

及
に
伴

う
モ
バ

イ
ル

視
聴

の
飛

躍
的

な
進

展

・
超

高
精

細
映

像
や

立
体

映
像

を
始

め
と
し
た
高

臨
場

感
放

送
の

基
盤

と
な
る
技

術
の

進
展

等

○
安

全
・
安

心
の

確
保

の
た
め
に
放

送
が

果
た
す
役

割
の

高
ま
り

放
送

を
と
り
ま
く
環

境
の

変
化

○
近
年
の

革
新
的
な
情
報

通
信
技
術

の
進
展

に
伴
う

・
受

信
シ
ス
テ
ム
の

ユ
ビ
キ
タ
ス
化

・
放

送
の

デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
加

速
化

さ
れ

つ
つ
あ
る
放

送
・
通

信
の

連
携

・
携

帯
電

話
の

急
速

な
普

及
に
伴

う
モ
バ

イ
ル

視
聴

の
飛

躍
的

な
進

展

・
超

高
精

細
映

像
や

立
体

映
像

を
始

め
と
し
た
高

臨
場

感
放

送
の

基
盤

と
な
る
技

術
の

進
展

等

○
安

全
・
安

心
の

確
保

の
た
め
に
放

送
が

果
た
す
役

割
の

高
ま
り

■
次

世
代

放
送

シ
ス
テ
ム
を
検

討
す
る
に
際

し
立

脚
す
べ

き
点

近
年

の
ユ
ビ
キ
タ
ス
化

、
モ
バ

イ
ル

化
、
メ
デ
ィ
ア
の

融
合

化
等

の
動

き
を
踏

ま
え
、
第

一
フ
ェ
ー
ズ
（
2
0
1
1
年

～
2
0
1
6
年

）
，
第

二
フ
ェ
ー
ズ
（
2
0
1
7
年

～
2
0
2
6
年

）
に
分

け
て
シ
ス
テ
ム
イ
メ
ー
ジ
・
技

術
課

題
等

に
つ
い
て
検

討

○
超

高
精

細
・
広

視
野

映
像

○
立

体
映

像
○

立
体

音
響

○
五

感
放

送
○

任
意

視
点

映
像

○
バ

ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
放

送

○
超

高
精

細
・
広

視
野

映
像

○
立

体
映

像
○

立
体

音
響

○
五

感
放

送
○

任
意

視
点

映
像

○
バ

ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
放

送

■
高
臨
場
感
放
送
の
実
現

・
家
庭
の
リ
ビ
ン
グ
が
超
高
精
細
映
像
と
立
体
音
響
に
よ
る
高
臨
場
感
シ
ア
タ
ー
に

・
人
に
優
し
い
、
自

然
な
高

臨
場
感

放
送

へ

・
視

聴
サ

ー
ビ
ス
か
ら
体
感

サ
ー
ビ
ス
へ
。
五
感

放
送

の
基

礎
研

究
を
推
進

■
番
組
制
作
技
術
の
高
度
化

○
国
際
競
争
力
の
強
化

・
我
が
国
の
強
い
分
野
の
強
化
、
弱
い
分
野
の
克
服

・
国
際
連
携
の
視
点

■
研
究
開
発
・
標
準
化

に
向

け
た

戦
略

的
取
組
み

○
標
準
化

・
研

究
開
発
の
早
い
段
階
か
ら
国
際
標
準
化
に
向
け
た
取
組
み
が
重
要

○
役
割
分
担

【
国
】
大
局
的
な
視
点
で
の
研
究
開
発
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
提
示
、
基
礎
的
研
究
開
発
等
に
対
す
る
後
押
し
等

【
放

送
事
業
者

】
新
し
い
放
送

方
式
の
策

定
や

現
行

方
式

の
高

度
化

等
に
係
る
技

術
開

発
等

【
メ
ー
カ
ー
】
産
業
拡
大
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
技
術
開
発
や
要
素
技
術
組
み
合
わ
せ
等
に
よ
る
応
用
分
野
の
開
拓
等

【
大
学
・
研
究
機
関
】
特
に
斬
新
な
観
点
か
ら
の
工
学
原
理
の
解
明
や
基
本
理
論
の
構
築
・
体
系
化
等
の
基
礎
・
基
盤
的
研
究
開
発
領
域
に
お
け
る
先
導
的
役
割

・
国
際
競
争
力
を
視
野
に
入
れ
た
我
が
国
発
の
海
外
展
開
、
国
際
標
準
化
活
動
等
は
、
産
学
官
が

一
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

別
添
１

13

009079
長方形



高
臨

場
感

に
向

け
て

 

使
い
や

す
く
人

に
や

さ
し
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

次
世

代
放

送
シ
ス
テ
ム
の

発
展

イ
メ
ー
ジ

次
世

代
放

送
シ
ス
テ
ム
の

発
展

イ
メ
ー
ジ

き
め
細

か
な
情

報
入

手

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

手
軽

で
便

利
な
高

機
能

携
帯
端
末

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
高

品
質

に

自
宅

で
自

宅
で

屋
外

で
屋

外
で

緊
急
時

緊
急
時

緊
急
時

安
全
・
安
心
の
確
保

個
別
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

安
心

し
て
楽

し
め
る

自
然

な
や

さ
し
さ

言
わ

な
く
て
も

わ
か
っ
て
く
れ
る

一
緒
に
遊
ぼ
う

別
の
世
界
へ

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
に
で
も

＋
今

だ
け
こ
こ
だ
け
私

た
ち
だ
け

ロ
ン
グ
テ
ー
ル
型
サ
ー
ビ
ス
へ

小
さ
く
折

り
畳

め
て

ど
こ
で
も
使
え
る

す
ぐ
傍
に
い
る
み
た
い

着
替
端
末
・

マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス

迅
速
・
確
実
・
明
瞭

14



                
 

                    

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
実

現
に

向
け

て
 

＜
主
な
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

 

◆
 
P
l
a
n
e
t
 
L
a
b
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
2
0
0
3
/
6
～

）
 

• 
多

様
な

広
域

分
散

サ
ー

ビ
ス

を
実

験
可

能
な

グ
ロ

ー
バ

ル
テ

ス
ト
ベ
ッ
ド

を
産
学
官
連
携
に
よ
り
構
築
。
 

• 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

新
た

な
オ

ー
バ

ー
レ

イ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を
構
築
す

る
手
法
に
よ
り
、
次
世
代
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
進

化
を
探
求
す
る
。
 

 

米
国

 
欧
州

 

（
１

）
平

成
20

年
度

予
算

要
求

(新
規

)「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

技
術

に
関

す
る

研
究

開
発

」（
5

カ
年

計
画

）

（
２

）
「

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

・
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
仮

称
）
」

の
設

立
 

【
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

に
関

す
る

調
査

研
究

会
の

開
催

】
 

期
間

：
07

年
1

月
～

07
年

7
月

（
10

回
開

催
）

 
 

委
員

：
徳

田
英

幸
（

慶
應

義
塾

大
学

）
座

長
他

、
研

究
者

、
電

気
通

信
事

業
者

、
メ

ー
カ

ー
、

自
動

車
、

金
融

、
芸

術
家

、
建

設
等

29
名

２
．

現
在

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

限
界

（
課

題
）

 

(1
) 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
課

題
（

Ｉ
Ｐ

パ
ケ

ッ
ト

損
失

の
発

生
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

や
サ

ー
ビ

ス
品

質
、

可
用

性
、

経
路

選
択

、
匿

名
性

、
高
度

化
へ

の
対

応
）

 

(2
) 
情

報
爆

発
へ

の
対

処
（

増
大

し
続

け
る

通
信
量
、
ユ
ー
ザ
ー
参
加
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
出
現
）

 

(3
) 
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

の
進

展
（
微
小
な
デ
ー
タ
の
大
量
発
信
、
装
置
相
互
間
の
通
信
）
 

(4
) 
多

様
な

端
末

の
出

現
（

情
報

家
電

・
ホ

ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
様
化
、
３
Ｄ
シ
ス
テ
ム
、
リ
ア
ル
と
バ
ー

チ
ャ

ル
の

融
合

）

(5
) 
安

全
性

・
信

頼
性

へ
の

不
安

（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
複
雑
化
、
品
質
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
確
保
）

 

 １
．

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

造
の

変
化

 

(1
) 

Ｉ
Ｐ

化
の

進
展

、
Ｆ

Ｍ
Ｃ

（
固

定
・

移
動

融
合

）
サ

ー
ビ

ス
の

出
現

、
モ

バ
イ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

高
速

化

(2
) 

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

端
末

の
高

度
化

、
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
進

展
 

(3
) 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
の

普
及

 

(4
) 

国
民

生
活

・
産

業
活

動
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
依

存
度

の
高

ま
り

 

（
参

考
）

欧
米

に
お

け
る

取
組

 

～
将

来
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

技
術

に
お

け
る

国
際

競
争

力
の

強
化

～
 

５
．

今
後

の
対

応
 

（
３

）
検

証
フ

ィ
ー

ル
ド

・
拠

点
の

整
備

 
ア
 

産
学

官
連

携
に

よ
る

研
究

開
発

の
検

証
フ

ィ
ー

ル
ド

の
整

備
  

イ
 

技
術

検
証

、
相

互
接

続
、

互
換

性
の

検
証

に
よ

る
成

果
の

普
及

 

（
２

）
研

究
開

発
推

進
体

制
の

確
立

 
ア
 

産
学

官
の

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

設
立

し
、

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成

イ
 

新
た

な
研

究
開

発
ス

キ
ー

ム
の

検
討

 
ウ
 

ユ
ー

ザ
ー

視
点

を
研

究
開

発
に

反
映

す
る

仕
組

み
を

構
築

 

（
４

）
国

際
展

開
・

標
準

化
 

ア
 

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

標
準

化
・

国
際

展
開

を
主

導
 

イ
 

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
相

互
接

続
実

験
の

推
進

 

４
．

推
進

方
策

 

（
１

）
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

網
品

質
自

動
設

定
技

術
 

（
帯

域
、

遅
延

、
揺

ら
ぎ

等
）

最
適

網
自

律
 

構
成

技
術

 

３
．

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

課
題

を
解

決
す

る
新

た
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
の

姿
 

Ｉ
Ｐ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
次

の
世

代
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
関

す
る

研
究

が
国

家
主

導
で

本
格

化
し

つ
つ

あ
る

状
況

 

◆
 
G
E
N
I
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
 

（
G
E
N
I
：

G
l
o
b
a
l
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
 
f
o
r
 
N
e
t
w
o
r
k
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
s
）
 

• 
P
l
a
n
e
t
 
L
a
b
の
成
果
を
継
承
 

• 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
課

題
の

克
服

に
向

け
、

サ
ー

ビ
ス

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

な
ど

を
根

本
か

ら
見

直
し

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ

ン
を
起
こ
す

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
 

• 
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

モ
バ

イ
ル

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

・
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

の
テ

ー
マ

を
扱

う
。
【

予
算

規
模

3
67

百
万

ド
ル

（
2
0
0
9
～
2
0
1
3
年
）
】
 

◆
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
欧

州
域

内
の

大
学

や
企

業
の

技
術

力
や

競
争

力
確

保
を

目
的

と

し
た
研
究
開
発
へ
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

 
第

７
次

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

20
07

～
20

13
年

、

総
額

53
2億

ユ
ー
ロ
）
で
は

IC
Tに

91
億
ユ
ー
ロ
の
予
算
。

 
IC

Tで
は
、
設
定
さ
れ
て
い
る
７
つ
の
課
題
の
う
ち
、
将
来
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
を

扱
う

課
題

１
「

Pe
rv

as
iv

e 
an

d 
Tr

us
te

d 
N

et
w

or
k 

an
d 

Se
rv

ic
e 

In
fr

as
tru

ct
ur

es
」
の
予
算
は
、

20
07
～

20
08

年
に
５
億

80
00
万
ユ
ー
ロ
。

 

2
0
0
5
年

2
0
1
0
年

(次
世

代
)

2
0
1
5
年

(新
世

代
)

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

携
帯

電
話

携
帯

電
話

P
S

T
N

P
S

T
N

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

N
G

N
N

G
N

携
帯

電
話

携
帯

電
話

P
S

T
N

P
S

T
N

ワ
イ

ヤ
レ

ス
ワ

イ
ヤ

レ
ス

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

現
在

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

課
題

を
解

決
す

る

「
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」

（
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｉ
Ｐ
に
統
合
）
 

新
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
自
由
自
在
）
 

通
信
速
度
、
品
質
、

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

 

自
由
自
在
に
設
定
可
能

 

１
 
ユ

ー
ザ

ー
に

優
し

く
、

シ
ン

プ
ル

に
使

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
 
誰
も
が
直
感
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
ユ
ー
ザ
ー
に
優
し
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
実

現
。

 
２
 
ス

ケ
ー

ラ
ブ

ル
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
 
情
報
通
信
機
器
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
様
化
等
に
対
応
で
き
、
柔
軟
性
に
富
み
、
な
お
か
つ
消
費
電
力
の
小
さ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
。

 
３
 
サ

ー
ビ

ス
を

持
ち

歩
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 
ユ
ー
ザ
ー
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
使
い
慣
れ
た
操
作
方
法
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
で
き
る
技
術
を
実
現

。
 

４
 
止

ま
ら

な
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
 
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
高
い
信
頼
性
や
、
情
報
の
重
要
性
に
応
じ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
有
す
る
、
止
ま
ら
な

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
。
 

５
 
リ

ア
ル

と
バ

ー
チ

ャ
ル

が
シ

ー
ム

レ
ス

に
繋

が
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
 
リ
ア
ル
な
世
界
と
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
が
っ
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
 

 
ン
形
態
が
出
現
。
 

６
 
未

来
を

予
測

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
 
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
蓄
え
ら
れ
た
知
識
や
経
験
 

 
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
を
予
想
し
、
サ
ポ
ー
ト
。
 
 

 

１
．

未
来

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 
 

2
億

ユ
ー
ロ

 
２

．
サ

ー
ビ

ス
と

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
 
 

 
1
億

2
千
万
ユ

ー
ロ

 
３

．
セ

キ
ュ

ア
で

信
頼

で
き

る
イ

ン
フ

ラ
 
 

 
9
千

万
ユ
ー
ロ

 
４

．
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

し
た

メ
デ

ィ
ア

 
 

  
 8

千
5
百

万
ユ

ー
ロ
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